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回復期リハビリテーション病棟

社会医療法人親仁会 米の山病院

回復期リハビリテーション施設基準Ⅰ (48床)

医師：2名
看護師23名、 介護士8名
社会福祉士1名、管理栄養士1名

リハビリ計30名
理学療法士16名、作業療法士11名、言語聴覚士3名

「 リハ栄養・摂食・嚥下 」 の取り組み

In Bodyとは？

体の成分である体水分

量、体脂肪量、筋肉量な

どを測定することができ

る検査機器です。

※リハ内容、効果判定、

栄養状態（低栄養、サル

コペニア等）の評価を

行っています。

リハビリテーション効果を高める身体づくり

リハ栄養カンファレンス、
NST回診など多職種で
リハ効果を高めるサポート
を行っています。

“私たちは、心のふれあい、温かさを大事にするリハビリ医療を行っています。”

リハビリ栄養カンファレンス

経口摂取を目指して

ＶＦ(嚥下造影) VE(嚥下内視鏡）
を行い、安全に食事ができるよう
にサポートを行っています。

言語聴覚士による
摂食・嚥下練習を
行っています。
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療 養 環 境

特殊浴槽
(バード浴)

個別浴槽
(家庭での入浴練
習行います)

2～4人部屋
トイレ

各部屋の前に
設置しています

家事動作訓練

食事前の嚥下体操家屋調査

外出リハビリ

家族参加型ケア
プラン会議
※感染予防対策
として現在患者様
のみの参加となっ
ています

リ ハ ビ リ

具体例

・公共機関の利用

・復職に向けた準備

・日常生活動作の

獲得

・家事動作獲得

(調理・洗濯・掃

除・買い物等)

2階リハビリ室

5北病棟リハ室

高次脳機能訓練

日常生活動作カンファ リハビリ回診

コミュニケーション
訓練

歩行訓練

上肢機能訓練

充実したチームアプローチ

ニーズの具体化と退院支援


